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１９７３（昭和４８）年４月，同志社大学経済学部の３年生になった。当時の大学では，

他学部の専門科目を８単位まで履修出来た。そこで，遠藤彰先生に「神学部の授業を

履修したいのですが，どの科目を取ったらよいでしょうか」と相談した。先生の返答

は明快だった。「キリスト教神学を学ぶにあたって，まず神学概論を履修するのがふ

さわしいでしょう。神学部で唯一の必修科目は神学概論です」。それで神学概論を登

録した。ところで，他学部の学生が神学部で研究を始めるにあたって，一つの問題が

あった。神学館２階にある図書室の利用ができなかったのである。図書室の女性職員

に聞いてみると，「他学部の学生さんでも，本学教員の推薦があれば利用できますよ」

とのことだった。早速，明徳館の研究室に島一郎先生を訪ね，事情を説明し推薦をお

願いした。申し出を快く承諾して下さった先生は，その場で「神学館図書利用願い」

を書き署名捺印して下さった。

神学概論は神学館２階の教室で行われた。受講生は新入生に編入生を含めても３０名

程度と少数だった。ところが，最初の授業で経済学部との雰囲気の違いに驚かされた。

まず学生の年齢である。高校卒業間もない新入生もいた。けれども，３０歳前後や４０歳

を越えていると推測される人，６０歳くらいに見える紳士もいた。それと新入生のクラ

スとは思えない独特の雰囲気があった。さて，神学概論は神学部の全教員が一人ずつ

担当された。先生方は御自身の研究内容や担当科目，現在の興味関心などを話して下

さった。しかし，時間の大半は学生の紹介にあてられた。各自が「何故，神学部に来

たのか」を話すのである。何回目かで順番が回って来た。その日の担当は旧約学の山

崎亨先生だった。自己紹介として，橋の下のおっちゃんとの出会いを話した。
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経済学部の塩野です。自宅が枚方なので，京阪電車で通学しています。１年生の

１１月終わり頃でしたが，鴨川の二条大橋の下で生活しておられるおっちゃんと出会

いました。翌日から，路面電車の往復料金に少し足して毎朝パンを届けるようにな

りました。聖書の話をしたこともあります。川淵の道をよく一緒に歩きます。でも，

あまり話はしません。そんなおっちゃんが関心事になってから，「人間にとって救

いとは何なのだろう」と考えるようになりました。それで今回，神学概論を取るこ

とにしました。

授業が終わってから，山崎先生は私を招き寄せ励まして下さった。

橋の下のおじさんにパンを届けているという話はとても良かったです。感心しま

した。神学という学問はそのような実践がベースになります。しっかり勉強して下

さい。

神学館に出入りするようになって，「授業に出てみないか」と声をかけて下さった

先生がいた。深田未来生教授である。

塩野！単位にならなくて良かったら，俺のクラスに出てもいいぞ！４階の研究室

でジョン・ウエスレーをやっている。一度，出てみないか？！

早速，指定された時間の少し前に深田先生の研究室を訪ねた。先生以外にまだ誰も

いない。研究室の奥に机があって，本が山積みにされていた。深田先生はそこで忙し

そうに書類に目を通しておられる。入ってすぐのところには楕円形の大きなテーブル

があって，５・６脚の椅子が周辺に置いてある。その一つに座って受講生を待った。

壁には子供を招くイエスを絵と書で描いた賀川豊彦の作品が掛けてある。しばらくし

てやって来たのは中島君と大塚さんだった。学生はこの３人か，経済学部の学生一人

の時もあった。しかし，深田先生の熱弁に受講者数が関係することはなかった。テキ

ストは野呂芳男『ウエスレーの生涯と神学』である。クラスを始めるにあたって，深

田先生はウエスレーを学ぶ意味を熱く説かれた。
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ウエスレーはメソジストの創設者であり，矛盾に満ちた近代社会におけるキリス

ト教を学ぶ上で重要な意味を持っています。そういう人物であるのに，関西学院

（南部メソジスト派の設立した学校）でもウエスレーは教えられていません。だか

ら，同志社で彼を学ぶ意味は大きいのです。

深田未来生先生はアメリカ・メソジスト派が日本に派遣した宣教師だった。授業は

テキストに添いながら，丁寧に行われた。大きな流れを押さえつつ，先生は毎回いく

つかの出来事に言及し言葉巧みに説明された。興味の尽きない授業だった。

＊

３年次で登録したのはほとんど経済学部の専門科目だった1)。なかでも島一郎ゼミ

ナールが，大学生活の中心になった。研究内容に関しては，中国の近代史において

「社会体制が個人の精神性を決定するのか，精神性は社会体制を克服する力を持つの

1) 3年次（1973年 4月から 1974年 3月）で読んだ本を人文科学系（キリスト教関係
を含む）と社会科学系に分けると，次の通りである。
人文科学系：『インマヌエル 橋本鑑遺稿集』W．トロビッシュ『愛と性の悩み』『福
音と世界』（3月号，特集：在日朝鮮人問題）J．ファングマイアー『神学者 カー
ル・バルト』八木重吉『貧しき信徒』八木重吉『神を呼ぼう』E．ストローム『釜
ヶ崎はワタシの故郷』福井達雨『アホかて生きているんや』トルストイ『光あるう
ち光の中を歩め』ゲーテ『ゲーテ詩集』三浦綾子『塩狩峠』桑田秀延『キリスト教
の人生論』大内三郎『近代日本の聖書思想』ソール D．アリンスキー『急進派の
ための規則』『日本基督教団史』斉藤喜博『君の可能性 なぜ学校に行くのか』小
野村林蔵『苦難の理解』ホイットマン『草の葉 上』ホイットマン『草の葉 中』
飯沼二郎『見えない人々』ホイットマン『草の葉 下』フレイザー『金枝篇』遠藤
周作『死海のほとり』『現代のアレオパゴス』『黒崎幸吉著作集 5』小田実『世直
しの倫理と論理（上）』波多野精一『原始キリスト教』山本周五郎『柳橋物語』山
本周五郎『むかしも今も』Joseph Hardy Neesima, My Younger Days. 小田実『世直し
の倫理と論理（下）』NCC都市産業伝道会議『さまざまな語りかけ 現場・教会・
神学』椎名麟三『愛と自由の肖像』遠藤周作『イエスの生涯』P．メネシェギ『ひ
まわり』

社会科学系：『中国現代史』尾上悦三『やさしい中国経済入門』M．ウエーバー『プロ
テスタントの倫理と資本主義の精神』マルクス『共産党宣言』『中国は世界をゆる
がす』ハイルブローナー『経済社会の形成』エンゲルス『空想より科学へ』スメド
レー『偉大なる道 上・下』相見志郎『教材 経済学史』陳舜臣『アヘン戦争』『毛
沢東語録』
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か2)」が決定的な問題意識になった。学生生活については島先生の呼びかけに応えて

開かれたゼミコンパである。幹事の仕事というのは要するに毎回のコンパ会場準備で

あった。一次会が終わると，島先生から「吉田山へ登ろう！」と号令がかかる。京都

の夜風に吹かれながら歩き，吉田山山頂でひと騒ぎする。すると最終電車に間に合わ

なくなる。その夜はゼミ生の下宿でお世話になった。その時，「俺の下宿でよかった

ら，泊っていかないか」と度々誘ってくれたのが東正仁君である。下宿についてから，

夜明けまで話し込んだ。「ドストエフスキーの『罪と罰』に登場するラスコーリニエ

フを塩野はどう思うか？」とか「俺のこういう悩みをどう思うか？」と尋ねられた時

に，東君の本音を聞かされているように思えた。それはゼミで見ている彼からは想像

できない表情と声だった。

専門科目で登録した一つに経済原論（マルクス経済学）Ⅰがある。必須科目の経済

原論Ⅰ・Ⅱはすでに近代経済学で履修を終えていた。しかし，島ゼミで学ぶためには

マルクス経済学の基礎を押さえておく必要がある。それで１年生に交じって大教室で

2) 塩野和夫「私の研究の原点」（『島ゼミ寒梅会記念誌』1997，39頁）

島ゼミ 吉田山に登る
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開かれる経済原論（マルクス経済学）Ⅰを学んだ。担当された置塩先生は理路整然と

経済社会を分析された。ただし，たとえば初期マルクスが取り組んだ近代社会におけ

る人間の実存的問題は捨象されている。明快さという点からすると，経済数学の講義

内容に似ていた。最少費用を用いて最大効果を得るために，微分・積分などを駆使し

て数値を算出する。経済数学の数式は難しくても，原理は極めて単純だった。それに

対して，相見先生の経済学史はまず時代背景を重んじた。そこには経済的事情だけで

なく，地域的課題や社会的問題，さらには国際関係も含まれた。その上で，経済学者

の問題意識が重視された。一般教育科目の社会科学分野で履修した「現代社会と宗

教」も人間を扱っていた。担当者の一人であった遠藤彰先生ははじめに京都市の全図

を黒板に映し出された。そして京都市で生活環境が遅れている地域を示しながら，言

われた。「この地域は部落問題などの差別を受けている地域です」。それから地域住民

の仕事や生活などを丁寧に説明された。

＊

香里教会で４月によるだん会が発足した。教会学校の卒業生を中心とした緩やかな

組織である。関係者は「寄って談話するからよるだん会」とか，「夜に談話するから

よるだん会」などと勝手なことを言っていた。発足当初の主要メンバーは次の通りで

ある。

大学１年生：大里しのぶ・金沢 宏彰・金森 耐子・神田 愛子・服部 貞美・

森 恵子・丹下千津子

大学２年生：金田ゴーリィ・清家 京子・中井 貴子

大学３年生：緒方ひとみ・塩野 和夫・千田 晋・中岡 亘

いくつかの特色がよるだん会にはあった。構成員に関しては，大里・神田・森など

のように教会学校の教師を担当していた者と，金沢・金森・服部・丹下などのように

担当していなかった者との違いである。前者は日曜日にはいろいろと用事が入った。

それで，後者が活動を担った。社会的関心の強さも特色の一つだった。よるだん会で

は水俣病などの社会的問題がしばしば話題にのぼった。このような傾向は，新１年生

が高校生だった時にすでに見られた。さらによるだん会にはゆったりとした雰囲気が
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よるだん会修養会における
おはなしの原稿

「ふるさとめざして」（９頁，１９７３年５月５日）
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あった。それは礼拝出席に対して真面目でないとか，信仰を真剣に考えていないとい

うことではない。けれども，くつろいで集っているゆるやかさがそこにはあった。だ

から，高校生などもいつの間にかよるだん会に融け込んでいた。

５月に行った修養会で話し合った結果，６月には有志で釜ヶ崎に金井愛明牧師を訪

ねたことになった。金井先生がしておられる「いこい食堂」を見学するためである。

ようやく探し出したいこい食堂に入ると，大学生は食堂を見学しようとした。それを

無視するかのように金井牧師はさっさと２階へ上り，「ついてくるように」と促され

た。階段の踊り場に作られた本棚に１０年分はあろうかと思われる『福音と世界』誌が

並べられているのが印象的だった。２階に落ちつくと，早速，代表して尋ねた。

塩 野：先生はなぜ，労働者のためにいこい食堂をしておられるのですか。

金井牧師：好きやからや。肌に合ってるといってもいいかな。長く続けるには，好

きなことをするのがいいんや。

後列 西村・中岡・金沢・江島・小西・丹下・金森
前列 不詳氏・服部・長山
よるだん会（高校生３人を含む：１９７３年８月 由良）
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金井先生は用事があるということで，訪問客は早々に失礼した。釜ヶ崎への使命感

を予想していた大学生にとって，「好きやからや」という先生の答えは予想外で想像

を超えていた。不思議な思いを持って釜ヶ崎を後にした。

＊

二条大橋の下で生活しているおっちゃんとはすっかり親しくなっていた。その頃に

なると，大学へ行く時に挨拶を交わしてパンを届けるだけではなかった。帰りも荒神

橋から鴨川へ降りて川渕の道を歩いた。おっちゃんは留守のことが多い。それでも週

に１度か２度はおられて，学生を認めると表情を緩めて軽く会釈された。「うん，う

ん」と聞こえてきた声は，「今日もご苦労さま」と言われているように思えた。

荒神橋のすぐ西に京都ヨルダン社がある。遠藤先生と話していると，何度か先生を

訪ねてきた初老の男性がいた。いつものようにジーンズをはき，若者風の身なりをさ

れていた。髪の毛もいくぶん長めに整えている。帰りを鴨川沿いの道に変えて間もな

い頃，ふとヨルダン社に立ち寄ってみた。その時，レジに立っていたのが何と彼だっ

た。やはりジーンズで若々しい装いをしている。思いもしなかった出会いにその日は

並べられた本を眺めることもなく，ひたすら話し合った。あっという間に３０分は過ぎ

た。キリスト教関係の出版物はもちろん同志社大学神学部の実情についても彼は詳し

かった。こうして，また一つ鴨川沿いを帰る楽しみができた。

６月に入って間もない月曜日だった。その朝は細かい雨が降っていたので，傘をさ

して歩いた。御池大橋まで来て鞄からパンを取り出し，片手に持った。ところが，二

条大橋に近づいてくると何か様子が違う。雨でよく分からない。しかし，何かがおか

しい。そして，橋の下まで来た時に立ちすくんでしまった。おっちゃんがいない。生

活道具も一切見当たらない。しかも，おっちゃんが生活していた辺り一面には鉄条網

を張り巡らしてある。橋に向かって左前方に小さな看板が立ててあり，このように書

いてあった。「河川敷は居住地域ではありません。京都市はこの橋の下を管理してい

ます。ここに勝手に住むことは許されません」。

「そんなアホな。他に行く所がないから，おっちゃんはここで生活していたんや。

お役所は人間の命と法律とどっちが大事なんや」。その日は一日中，おっちゃんのこ

とを考えずにはおれなかった。
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（２）

あの日以来，大学への往復には必ず鴨川の河川敷を歩き，おっちゃんのことについ

て思いめぐらしていた。役所へ抗議に行くことも考えた。

橋の下で生活されていたホームレスの方を追い出して，帰ってこれないように鉄

条網を張り巡らす。人間の命と法律とどっちが大事なんですか。それって人間のす

ることですか。

しかし，職務を遂行しただけの役所が抗議を聞くとは考えられなかった。それなら

ば，役所に質問に行ってはどうだろう。

二条大橋の下で生活されていたホームレスのおじさんは友達です。朝夕の大学の

行き帰りに挨拶を交わしていました。だから，おじさんがいなくなられてとても心

配しています。どこでどうしておられるか教えて下さいませんか。

立ちすくむ（１９７３年６月）
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けれども，役所が追い出したホームレスの居場所と安否を確認しているとも考えら

れなかった。おっちゃんのことはいつも頭の片隅を離れなかった。いつのまにか時は

過ぎ，気がつくと大学は夏休みに入っていた。

＊

この年も夏はキャンプの連続だった。

まず，８月４日～６日によるだん会の夏期修養会が同志社の北小松学舎であった。

この時の講演ノートによると，主題講演は次の通りである。

講演日時：１９７３年８月５日

タイトル：振りむいた人

聖書箇所：ルカ福音書２５章５４～６２節

北小松学舎には卓球場があった。わずかでも時間があるとみんな卓球場に走り，夢

中になって卓球に興じた。神田さんがうまく，男子が打つ球を鋭く打ち返していた。

もう少しまとまった時間があると，みんなで湖岸の砂浜へ行き泳いだ。

教会学校は前年度に続いて粟飯原さんと高校生を担当した。夏期キャンプも由良の

キャンプ場で青年科（中学生・高校生）として行った。昨年と同様である。一つだけ

違う点はよるだん会メンバー１０名ほどがヘルパーとして参加したことである。彼らの

重要性はすぐに分かった。中高生はすぐ年上のよるだん会会員に親しみを感じていた。

それでたちまち青年科はまとまり，親密な雰囲気のあるキャンプとなった。なお，事

前の話し合いにより由良村５戒に５つ追加して，由良村十戒とした。

８月の終わり頃には青年会の修養会が同志社の唐崎ハウスを会場にして行われた。

よるだん会からは千田と塩野が参加した。聖書と向き合う落ち着いた雰囲気の２日間

だった。帰りには天ケ瀬ダムに立ち寄った。

９月に入って，島ゼミの合宿を同志社の北小松学舎で行った。準備は家長君と手分

けして，会場予約とプログラム作成を担当した。教会学校キャンプを参考にしながら

２泊３日の原案を作成し，島先生を大学に訪ねた。島先生からは意外な意見を聞かさ

れた。

－２５０－



よるだん会修養会講演原稿
「振りむいた人」（２０頁，１９７３年８月５日）
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由良村十戒（１９７３年８月）

浜辺での集合写真（１９７３年８月）
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後列 本城 榎本 千田 久下 塩野 杉田牧師 藤井
前列 中村 不詳氏 笠原 山田
青年会修養会（唐崎ハウスの玄関で １９７３年８月）

後列 村田 本庄 塩野 大倉 林
前列 片山 長岡 安福 石井 矢野

島ゼミ合宿（北小松の砂浜で １９７３年９月）
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このプログラムは微に入り細に入り，実によく考えてある。塩野君，ご苦労さま。

けどな，合宿というのは確かに研究が中心やけど，皆んなにとって半分は遊びや。

楽しい思い出にする時や。だから，もうちょっとゆったりと組んで，行き当たりばっ

たり的な所があっていいんと違うかな。

こうして，島ゼミ合宿のプログラムは教会学校夏期キャンプ風から島ゼミ合宿風に

変更された。

＊

夏のプログラムをすべて終えてホッとできたのは９月も半ばだった。その頃のこと

である。夜の夢に思いもかけずあのおっちゃんが現れたのである。それから数日間，

夜昼問わずおっちゃんは幻のなかに現れ続けた。

幻でおっちゃんは大きな川の土手を堂々と歩いていた。ある時にその川は木津川や

桂川と合流する辺りの宇治川みたいだった。水量が豊富なうえに，一面の田んぼで稲

は緑豊かに育っている。まるで，蛙の声が聞こえてくるようだ。ある時の川は枚方公

園辺りの淀川みたいだった。河川敷には整備された歩道があって，楽しそうに人々は

行き交っている。その声が聞こえてくるようだった。

土手の上を行くおっちゃんは，ある時は私に向かって歩いて来た。無口だけれども，

会釈を交わした時のように穏やかな表情だった。後ろ姿からおっちゃんと分かる時に

も，その姿からは余裕が感じられた。繰り返し現れた幻を通して，何かを伝えようと

されていることだけは確かだと思われた。それは何なのか。

あんたが心配することは何もない。二条大橋の下を追い出されたって，生活する

場所はどこにでもある。だから，あんたがわしを心配することは何もないのや。

幻について思いを巡らしていると，そんなふうにはっきり聞こえてきた。すると，

幻は現れなくなった。おっちゃんについてあれこれと思案していた考えが結論に至っ

たのもその頃だった。

キリスト教教育と私（９） －２７３－



そういえば，河川敷を掃除しているおばちゃんたちから「こら，泥棒�」と大き
な声で怒られて，一緒に逃げたことがあった。あの時のおっちゃんは心底不安そう

な顔をしていた。あの表情が社会における立場を語っていたんや。

おそらく戸籍はすでにない。

仕事もない。

家もない。

家族もいない。

おっちゃんは社会的に小さな存在やったんや。役所も日本の社会もこういう小さ

な存在に対しては冷たいものや。けれども，イエスは違う。そんなふうに小さな一

人ひとりをどこまでも訪ね求められた。だから，イエスを信じる僕もおっちゃんと

友達になれたんや。そういえば，飯場のおっちゃんから言われた大切な言葉があっ

た。「僕らのためにもがんばってえな�」あのおっちゃんも社会的には立場を持た
ない小さな一人だった。だから，飯場のおっちゃんの期待にこたえるためにも，イ

エスを信じる者の生き方が日本を変えて，小さな一人ひとりを大切にする。そうい

おっちゃん，土手の上を行く（１９７３年９月）

－２７４－



う社会にしていかんとあかんのや。

けれども，おっちゃん今どこで何をしているんやろ。元気でな，おっちゃん�

（３）

後期に入ってジョン・ウエスレー最初の講義の日である。この日も５分ほど前に深

田先生の研究室を訪ね，楕円形のテーブルの周りにある椅子の一つに座った。すると，

仕事を切り上げた先生がやって来られ話し出された。

なあ，塩野。京都駅の南側に東九条という地域があることは知っているだろう。

いろいろと課題を抱えている所だ。そこに希望の家というカトリックの施設がある。

俺も時々行くんだが，中島君と大塚さんにも勧めておいた。塩野も行ってみるとい

いと俺は思う。土曜日の昼は地域の子供たちに給食を提供している。まずは給食の

手伝いをしてみたらどうかな。先方には連絡しておく。

＊

１０月に入って最初の土曜日だった。この日は朝から出かけて京阪電車七条駅で下車

した。そこから七条通りを西へ向かい河原町通りで南に歩いた。１０分余りで希望の家

児童館（「希望の家」と略記する）3)に着いた。前は公園になっていて，それと面して

希望の家カトリック保育園があった。希望の家は正面から見ると，横に長い建物のよ

うに思えた。けれども，奥行きもかなりあることはすぐに分かった。玄関に入って

「お早うございます」と挨拶したのは午前１１時頃だった。事務室から中年の男性が出

て来られた。

塩野さんですね。よく来て下さいました。深田先生から紹介してもらっています。

どうぞ，お入りください。時間がありますので，希望の家の説明を少ししておきま

しょう。

そう言って，事務室へ案内して下さった。

3) 参照，塩野和夫「地域活動」（『日本キリスト教史を読む』126‐128頁）
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品田（品田眞人）といいます。同志社大学文学部社会福祉学科で学びました。今

は希望の家全般の仕事をしています。館長はマンティカ（トーマス J．マンティカ）

神父です。いずれ会っていただくことになるでしょう。希望の家は地域社会で求め

られている様々な活動や学童保育を幅広くしています。塩野さんには学童保育の手

伝いをお願いしたいと考えています。早速，今日は土曜日で給食です。以前はもっ

と頻繁に給食をしていました。今は必要が少なくなって，土曜日だけです。１食３０

円です。それでは２階の食堂でお願いします。

①希望の家児童館 ②希望の家カトリック保育園 ③児童公園
④山王小学校 ⑤日本キリスト教団洛南教会 ⑥京都駅
⑦東福寺駅 ⑧大石橋停車場 ⑨スーパー

希望の家児童館（１９７３年当時）周辺図

－２７６－



２階に上がると，左端にホールがあって食堂になっていた。子供たちに指図しなが

ら働いておられたのが，シスター水元と指導員の丸本（丸本泰三）さんである。この

日のメニューはカレーライスだった。子供と大人を合わせると３０人くらいはいただろ

うか。配膳を手伝いながら観察していた。役割を与えられた子供たちが誇らしげにき

びきびと動き回っているのが印象的だった。昼食を終えると勉強である。２階でホー

ルと反対の右端に畳の部屋があった。そこで小学校１年生から４年生を教えた。一人

で５人くらいを個人教授するのである。気がつくと，夕方になっていた。来た道を

通って帰路に着いた。

１１月に入ると陽の暮れが早くなる。夕方でも薄暗い。半日のボランティア活動を終

えると，シスター水元から声をかけられた。

水元 塩野さんは京阪電車でしょ。私も京阪で藤森まで行くの。帰り道が暗くなる

ので，ご一緒して下さらない。

塩野 いいですよ。藤森の駅までご一緒しましょう。

道々，いろいろな話を聞いた。マンティカ神父が属している修道会はメリノール会

といって，「世界各地へ出かけて行き，社会活動をしている」という。また，シスター

水元の修道会は藤森の聖母女学院構内にあるので，「毎日，東九条まで通勤している」。

そんなある日のことである。いつものように高瀬川沿いの道を歩いていた。足早にシ

スターは歩かれるので，大学生は彼女を追いかけて少し後方を行く。丁度，高瀬川に

架けられた小さな橋の横を通り過ぎようとした時である。何かが気になったので，高

瀬川の向こうを凝視した。すると，川を越えて１軒目の家の影からじっとシスターを

見詰めている女性がいた。しかも，彼女はシスターを見つめながら両手を合わせ，頭

を下げている。一心に祈っているのだった。女性が視界に入った瞬間，それは言葉に

ならない感動的な一瞬となった。シスターたちは毎日，地域社会のため子供たちのた

めに無心に働いている。「もし，地域に何かがあれば真っ先に私たちが犠牲にならな

ければならない」。別のシスターの言葉である。そのような日常活動に感謝して，し

かし直接にはお礼を言えない人がいる。それで，物蔭からひそかに手を合わせ，心を

こめて祈っている。その人の前を何も気づかないかのように，シスター水元は通り過

ぎて行く。しかし，心と心の響き合う世界がそこにはある。深い感動の世界であった。

＊
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島ゼミではゼミナール論文を課せられていた。しかし，論文の焦点がなかなか決ま

らなかった。研究関心はマックス・ウエーバーから大塚久雄を結ぶ線上から浮かび上

がってくる近代化を基礎づける人間形成に絞られてきていた。しかし，このような研

究課題を中国史のどこで検討すればよいのか。中国の近代史は半封建主義・半植民地

主義の克服とされていた。そして中国の近代化に先駆的に取り組んだ運動として位置

付けられていたのが太平天国革命である。この事実に注目して太平天国革命の中国近

代化に果たした役割を調べ始めた。一連の研究は「中国の近代化と太平天国革命」と

いうゼミナール論文へとまとめられていった。

深田未来生先生から「出席してみないか」と誘っていただいた科目がもう一つあっ

た。大学院の説教学である。前期の５月半ば頃だった。神学館３階の教室を覗いてみ

ると，寺田眞英さんたち数名の大学院生がおられた。神学概論のクラスと比べると実

に落ちついた雰囲気である。あの場には「来る者を拒まず」という同志社大学神学部

シスターに手を合わせる女性（１９７３年秋）

－２７８－



の良き伝統があったと思う。すぐに仲間入りさせていただき，経済学部の学生として

は安心して出席できた。時間になると，深田先生はもう一人の先生を伴なって教室に

来られた。村山盛敦牧師である。その頃，村山先生は関西セミナーハウスの責任者か

ら日本キリスト教団 豊中教会へ移られる直前だった。授業では毎回大学院生一人が

３０分前後の説教を実演した。その後，深田先生と村山先生を初め参加者全員で様々な

観点から説教批評をした。勉強になった。前期に一度，後期に二度説教の実習をさせ

ていただいた。次の通りである。

期 日：１９７３年７月５日

聖 書：ヨブ記第一章二一節

説教題：「おっちゃん」

対象者：ゼミの学友

期 日：１９７３年１０月１８日

聖 書：ルカ福音書第２２章５４～６２節

説教題：「振り向いた人」

期 日：１９７３年１２月６日

聖 書：使徒行伝第９章１～９節

説教題：「サウロ，サウロ，なぜわたしを」

水曜日午後の聖書研究会は前年度でヨハネ福音書を終えていた。２年かかった。そ

れで１９７３年春からはマタイ福音書を学び始めた。主要メンバーであった池田義晴さん

は春に卒業されていた。去る者があれば来る者もいた。よるだん会のメンバーである。

同志社大学に入学した金沢君や服部君は新たに加わってくれた。その頃から時々参加

されたのが児玉愛治さんである。児玉さんは同志社大学大学院で研究する大学院生

だった。京都大学の清水正憲さんと久下倫生さんも大学院に進学し，関わりを持って

下さった。かつてキャンパスクルセードの研修会で出会った本城勇介さんも京都大学

大学院に来られていた。

１１月２９日には千田や中岡と若王寺山山頂の墓前早天祈祷会に参加することにした。
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事前に生島吉造先生には「早天祈祷会の後に，お宅をお訪ねしたい」と希望を伝えて

おいた。祈祷会には神学部の先生方や学生の参加もあって，以前にもまして親しみを

感じた。しかし，終了後は挨拶もそこそこに上賀茂の生島先生宅へ急いだ。到着して

玄関の前に立つと，先生ご夫妻が待って下さっていた。久しぶりだった。「よく来た。

まずは，上がれ，上がれ」と手招きして下さった。テーブルにはご馳走が準備されて

いる。高校生の時に何度がいただいた食事と同じで懐かしかった。ナンを小さくした

ようなしっとりとしたパンとその間に挟むおかず数種類である。ご馳走になりながら，

話が弾んだ。生島先生は同志社香里時代と少しも変わっておられないように見えた。

相変わらず，何ごとにも積極的で意欲的だった。何度か私の方に向き直り，話しかけ

て下さった。

生島先生 深田先生から，塩野君の大学での様子はおりおりに聞いている。

塩野和夫 先生は，深田先生をご存じなのですか？

生島先生 近所なんだ。それで時々会っている。会うと塩野君の話をいつものよう

に聞いている。

塩野和夫 経済学部での勉強に加えて，今年から神学部のクラスにも参加させても

らっています。深田先生にはすっかりお世話になっています。

生島先生 そうかね，そうかね。塩野君，今はしっかり勉強することだ。頑張って

くれたまえ。

すっかり長居をして，失礼した時は昼前だった。それが生島吉造先生とお会いして

言葉を交わす最後になるとは，想像もできなかった。

（４）

香里教会では一連のクリススマス行事を終えると，餅つき大会を行った。よるだん

会に話を持ち込んでこられたのは大原健一先生である。

大原先生 塩野君，よるだん会が中心になって餅つき大会をしないかな？

塩野和夫 餅つき大会，楽しそうですね。餅つきは何回もしていますので，僕はつ

けます。でも，みんなはどうかな？話をしておきます。

－２８０－



曖昧な返事をして別れた。ところが，話はどんどんと進んでいく。餅の購入者を教

会で募集したら，すぐに希望者が集まった。餅米は和歌山の大原先生の実家から手配

されることになった。餅つきの道具一切も大原先生が交渉され，当日の朝に運ばれて

くることとなる。

餅つきの当日，大会は昼からだった。しかし，道具の搬入や設定があるので，関係

者数名は朝から集まった。実は香里教会の会堂は１９７４年春の改築が決定していた。だ

から，大里先生の思い出が残る旧会堂での最後の記念として餅つき大会は考えられた

のかもしれない。旧会堂では入口から玄関まで会堂に沿って幅１メートル半ほどのコ

ンクリートで固めた道があった。道の両側には所々草花を植えた土の土地もある。だ

から，教会敷地内にある道とその周辺を合わせれば餅つきをするには十分な広さにな

る。まず，入口に近い辺りにもち米を蒸す道具を設定し，横にはうず高く薪を積み上

げた。餅つきの石臼は入口と玄関の中心辺りに据えた。つき上がった餅を丸める場所

としては会堂の一部を利用した。

準備万端整い昼を過ぎると，よるだん会・中高生，それに青年会と婦人会の有志が

次々と集まった。なかでも安原富美さんは割烹着に着替え，もち米の蒸し方・餅つき

の受け方・餅の丸め方などを指導されていた。しばらくしてもち米が蒸しあがると，

餅つきの見本ということで最初に塩野がつき手，安原さんがこね手となった。石臼で

もち米を入念に捏ねると，いよいよ餅つきである。

塩野和夫 よいしょ！

安原さん もひとつ！

塩野和夫 よいしょ！

安原さん まだまだ！

みんな興味津々で見ている。つき上がると，まずはつきたての餅をきなこや大根お

ろしに混ぜて振舞われた。おいしかった。２回目からは希望者がつき手となりこね手

となって，笑いが渦巻くなかに餅つきは行われた。みんな大満足だった。餅つきは夕

方には終わった。

＊
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希望の家で土曜日給食の定番はカレーライスとうどん，それに韓国料理のビビンバ

だった。東九条では在日韓国人の方々がにこやかに生活しておられる。その頃，ひん

ぱんに希望の家に出入りしておられたおばさんがいた。彼女はよくおいしいビビンバ

を作りご馳走して下さった。

子供たちとは最初の土曜日から打ち解けることができた。だから，それから欠かす

ことなく土曜日には昼前から夕方まで希望の家に入り浸っていた。彼らは勉強が概し

てできなかった。５年生で一人だけできる男の子がいた。けれども，彼は例外だった。

４年生の B君には２年生程度の国語と算数を教えた。それが悔しいのか，彼はすぐ

に勉強には関心のないふりをする。表面的には短気な性格と装っている。しかし，内

心は自尊心が許さなかったのだろう。Cさんは２年生だった。彼女はよくしゃべる。

勉強に入る前にも，「ねえ，ねえ」と話しかけてくる。勉強に入ってからもすぐに新

しい話題を持ち出しては，「ねえ，ねえ」と聞いてくる。「あんなによく頭は回転する

のに，勉強のできないはずがない」と思う。しかし，目の前の問題は解けない。でき

ない自分を受け入れられないので，あんなによくしゃべっていたのだろう。１年生の

香里教会の餅つき大会（１９７３年１２月）

－２８２－



A君と D君はもうすぐ２年生である。２人は体格も性格も対照的だった。体つきの

繊細な A君は気持にも優しいところがある。丸刈りの D君はがっしりした体格をし

ていて，言葉つきも堂々としていた。そんな２人に共通していたのは，勉強のできな

いことである。算数では１年生になったばかりで習う一ケタの足し算や引き算を教え

た。国語ではひらがなで「あ・い・う・え・お」の書き方を繰り返し教えた。

希望の家の１階右端にはホールがあり，遊び場になっていた。勉強が終わると子供

たちはホールで無心に遊んだ。丸本先生も彼らのなかに入って遊んでいる。シスター

水元は遠くから子供たちを見ておられる。大学生のボランティアは引っ張り込まれ遊

びの輪に入れられていた。彼らは遊びの天才である。次々といろいろな遊びを考えだ

しては夢中になっている。ある時，B君に声をかけられた。

B君 先生，ここに座って！

塩野 何するんや？これでいいか。

B君 散髪ごっこや。先生は散髪屋さんのお客さんや！

あっという間に B君も Cさんも A君も B君も大学生の頭にハサミを入れていく。

その様子に気づいたシスター水元が「まあ，まあ，あなたたち？！」と声をかけて，散

髪屋ごっこを止めさせられた。それから，「塩野さん，髪の毛を整えておきますね」

と言って，彼女もハサミを入れられた。その夜自宅に帰ると，「なんやその頭？！」と

母に注意された。翌日，散髪屋に行って髪の毛を整えてもらった。

そんなある土曜日のことである。２月に入り，寒い日だった。いつものように１階

のホールで遊んでいると，A君が脱いだ靴下を差し出して，「穴があいていて冷たい

から縫って！」とせがんできた。「よしよし，シスターに頼んで裁縫箱を借りてくる。

ちょっと待っててや」とその場に待たせた。それから，ホールの隅で靴下の穴を縫い

始めた。小さな靴下に３つも穴があいていた。縫い始めると，みんなが大学生を取り

囲んだ。そして，口々に言い始めたのである。

D 君 俺の靴下も穴があいてる！

Cさん あたしの靴下も縫って！

B 君 俺の靴下も縫って！

大学生 よしよし縫ってやるから，みんな一列に並んで座れ！一列に！

キリスト教教育と私（９） －２８３－



３０分ほど靴下を縫い続けていた間，子供たちのことを考えずにはおれなかった。

なぜ，子供たちの靴下にはこんなにも穴があいているのだろうか？

なぜ，子供たちは小学校に入ると，勉強についていけなくなるのだろうか？

この前，Dは顔の正面から唾を吐きかけてきた。予想外の行動に対応できず，顔

に命中した。厳しく注意したが，なぜあんなことをするようになったのだろうか？

子供たちが負わされている課題は重く，どこまで深いのか分からなかった。それで

も子供たちは明るい。何としてもあの笑顔を守ってやりたかった。

靴下の穴をぬう。（１９７４年２月）

－２８４－




